
活動
概要

• ふたば小PTAの存在意義として、ふたば小学校に通う児童の笑顔に向けて考え取り組み、学校・保
護者・地域の皆様と協働して『次代を担う大切な子どもたちの健やかな成長』に貢献する

• コロナ禍にて子どもたちの感情・心情・生活スタイルが変化しやすい中、保護者・教職員の皆様と敏
感にキャッチできる環境をつくり、イベント、学校生活の支援など通し「子どもたちの笑顔」に貢献する。

①ふたば小PTA・PTA活動の価値
・保護者・学校・地域のHUBとして子どもたちの「成長に関与」できること
・学校と保護者の中間に立ち、それぞれの想い・悩み・課題を受け止め、
提案できること。→必要な団体と認識され、価値を認められること
・子どもたちの学校行事のサポートを通じ、子どもたちの学び・経験に
貢献できること
・子どもたちに地域との関わりの場を提供するできること
・中長期）地域の防災、催しなど広く関与することで地域に貢献できる団体へ

④解決される社会課題
・社会の担い手の育成 → SDGS解決・達成に向けた人財輩出へ
※「信頼感」「安心感」を経て成長・承認された子は、人生を逞しく
生き抜く力をもつことができる
・住み続けられる街づくり 「この街が大好き！」
・人や国の不平等をなくそう 「多様性を認めることのできる地域」

③‘SDGs

PTAの活動はどこにつながる活動なのか。

②パートナー（学校・地域）にとっての価値
・学校価値の向上
学校行事・研究校としての取り組みなどへのサポートを通じ、
この学校で子どもたちを「育てたい」へ
・地域価値の向上
パトロール等の防犯・防災活動、ネットワーク構築通じて、
ここに暮らす皆様が安心してこの土地で子どもを「育てたい」へ
・多様性・国際色豊かな土壌を活かした地域づくりと保護者の交流

③児童への価値
・PTA活動を通じて、子どもたちが「安心した」学校生活がおくれる。
・子どもたちが、「学校へ行くのが楽しい」「学びが楽しい」につながる
・学校行事や地域の様々な催しを通じて、広く交流する機会を得られること
・子どもたちが地域との関わりにふれることで、社会の一員であることを認識できること

未来にはばたけ！清新ふたばの子ども

子どもたちが自信をもって「豊かな人生」
を送り続けるためには「豊かな育ち」
「豊かな育ち」を支えるのは
「主体的に学び続けること」
「主体的に学び続けること」はかかわりを
大切にした「豊かな学び」、
そして「豊かな心」を育てること



2020-21年度のPTA活動の状況

従来 コロナ禍

子どもたちに直接関与、提供できる活動がもっともわかりやすいのだが、、、

行事は大事だけど、これだけがPTA活動じゃないよね？



21年度PTAで取り組んでいること

間接的でも子どもたちの価値、
学校・地域の価値に繋げる

「情報」をタイムリーかつシンプルに！
アナログ → デジタル

当たり前にできた事ができない、保護者参加できない
出来る方法を考え、実行する！
→運動会の実現、学校公開などの実施支援

・ZOOM会議／G-Mail活用／Forms活用
→スマホがあれば学校情報が見れる、声をだせる
忙しい中でも情報をとれる環境整備
・皆の協力（ボランティア）で成立している
→デジタルツール活用しシンプルかつ省力化する
【できる人が、できる時に、できることを】
・子どもの学習環境の変化に伴う保護者の不安
→PTAのHUB化を目指し、オンライン学習に関する
校長先生なども交えた座談会の開催

美化、パトロール（年2回）、登校時見守りの実施！
保護者、地域連携を通じ、子どもたちに「環境」という
価値を提供する。→ 学校・地域の価値にもつながる



来年度に向け今取り組んでること

テーマ 具体的なこと

学校との
協働関係の
深化

✓ 固定行事・学校生活に対する保護者の声・意見を収集し提案する

「決まる前」に学校と相談し、ベクトルを揃えて活動する仕組みづくり

EX.運動会の観戦対策実施で保護者観戦可での開催

EX. 教育のデジタル化における保護者の不安・意見の吸い上げ・対話機会

省力化

✓ ペーパーレス化 ホームページの活用

✓ スマホで、在宅でもできるPTA活動

＊メール→アプリへの転換、会議のオンライン併用

※固定費を下げることでPTA会費の見直し

環境整備

✓ PTA活動や保護者間での協力する事項でよりシンプルにできる土壌づくりへ

＊個人情報保護法にのっとった規約やルールづくり

＊PC・通信機材の購入・整備など

＊PTAの透明化・見える化 加入意思届制度の確立


